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国立研究開発法人審議会  

第２１回新エネルギー・産業技術総合開発機構部会 議事録 

 

1. 日 時 令和４年７月１４日（木） ９：３０～１１：３０ 

2. 場 所 WEB会議 

3. 議 題 

（１） 議題１：令和２年度における国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発    

機構の業務実績に関する主務大臣評価の結果等について（報告）  

（２） 議題２：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構の令和３年度業

務実績及 び自己評価結果について  

（３） 議題３：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構の第４期中長期

目標期間 終了時に見込まれる業務実績及び自己評価結果について  

（４） 議題４：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構における第４期

中長期目 標期間の組織マネジメントについて  

（５） 議題５：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構の第４期中長期

目標終了 時における業務・組織全般の見直し（案）について  

（６） 議題６：国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構第４期中長期目

標の変更 について（報告） （デジタル社会の実現に向けた重点計画（令和 3 年 

12 月 24 日閣議決定）に記載 された独立行政法人の情報システムに関する具体

的な施策に基づく変更及び独立 行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法

律の名称変更に伴う変更） 

出席委員 

  渡部部会長、高井委員、竹内委員、小川委員、羽生委員、熊崎委員 

 

〇金地室長  それでは、多少時間前ではございますけれども、委員の皆様がそろわれた

ようでございますので、ＮＥＤＯ部会を始めさせていただければと思います。部会長、よ

ろしくお願いいたします。 

○渡部部会長  それでは、ただいまから、第21回経済産業省国立研究開発法人審議会新

エネルギー・産業技術総合開発機構部会を開催させていただきます。 

 委員の皆様におかれましては、御多忙のところ御出席いただきましてありがとうござい
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ます。 

 初めに、今回は委員の大幅な交代がございましたので、事務局から御紹介いただければ

と思います。 

○金地室長  御紹介させていただきます。東京工業大学理事・副学長の渡辺治先生が新

エネルギー・産業技術総合開発機構部会から産業技術総合研究所部会に御異動されました。

一般社団法人経済団体連合会産業技術本部長の吉村委員が人事異動に伴い退任されました。 

 今回から新たに御参加いただく委員は、一般社団法人経済団体連合会産業技術本部長・

小川尚子様、横浜国立大学大学院環境情報研究院准教授・熊崎美枝子様、国立大学法人東

北大学電気通信研究所所長 教授・羽生貴弘様に御就任をいただいております。 

〇渡部部会長  ありがとうございました。 

 それでは、新たに御就任いただきました小川委員、熊崎委員、羽生委員の皆様には、順

番で御挨拶をいただければと思います。マイクとビデオをオンにしていただき、小川委員

からお願いできますでしょうか。 

○小川委員  渡部部会長、ありがとうございます。経団連の産業技術本部長の小川と申

します。いつも大変お世話になっております。 

 ＮＥＤＯには、経団連も様々な分野で今までも緊密な連携をさせていただいております。

大変重要な役割を果たしておられると感じております。こちらの部会は初めての参加にな

りますけれども、私にできることで精いっぱい貢献してまいりたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

○渡部部会長  ありがとうございます。熊崎委員、お願いいたします。 

○熊崎委員  横浜国立大学の熊崎でございます。NEDO部会は初めてでございますが、い

ろいろと貢献してまいりたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

○渡部部会長  ありがとうございます。羽生委員、お願いいたします。 

○羽生委員  東北大の羽生でございます。私もこれは初めてでございます。ＮＥＤＯ様

には大学、文科省が多いのですけれども、大変お世話になっておりますので、何か貢献を

したいなと思っております。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○渡部部会長  ありがとうございました。 

 続きまして、委員の御出席状況の報告と配付資料の確認、本日の進め方につきまして事

務局から御説明をいただければと思います。 

○金地室長  本日は、委員６名、全ての委員に御出席をいただいておりますので、本部
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会の定足数は満たしております。 

 なお、高井まどか委員につきましては、所用により10時半から途中参加をされることと

なっております。 

 本日の会議資料は、事前に一式お送りいたしておりますので、各委員におかれましては

御確認いただきますようにお願いいたします。 

 また、会議資料や議事要旨につきましては、当省のホームページに掲載することといた

しております。あらかじめ御了承いただければと思います。 

 本日の進め方につきましては、まず議題１について、事務局より資料１について報告さ

せていただきます。次に、議題２、３、４につきましては、ＮＥＤＯから、資料３、４に

ついて説明をいただきます。その後、議題５について事務局より資料７について説明をし、

議題６について事務局より資料８にて報告をいたします。 

 今回は議題が多くございますが、議題１と議題６の報告以外は質疑応答の時間を設けま

すので、不明な点等ございましたら御質問等いただければと思います。 

 以上でございます。 

○渡部部会長  ありがとうございました。 

 本日の議事に先立ちまして、今日は局長は今入っていらっしゃるのでしょうか。後ほど

ということでしょうか。 

○金地室長  局長は急な所用が入りまして、最後に挨拶をさせていただければと思って

いるところでございます。 

○渡部部会長  そういうことでございまして、局長の御挨拶は最後にさせていただきた

いと思います。 

 それでは、早速議事に入らせていただきますが、議題１「令和２年度における国立研究

開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構の業務実績に関する主務大臣評価の結果等

について」、報告をいただければと思います。 

○金地室長  それでは、資料１に基づきまして報告をさせていただきます。「令和２年

度評価に係る昨年度ＮＥＤＯ部会意見を踏まえた主務大臣評価の結果等について」でござ

います。 

 資料は昨年のＮＥＤＯ部会で御指摘をいただきましたところをグリーンで、その後、大

臣評価に反映されましたところを中央の黄色で、それから、ＮＥＤＯの取組概要をピンク

色でマスキングし整理させていただいております。 
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 まず、御指摘いただきました、情報をリアルタイムに収集・分析・蓄積・発信できる体

制を整えることが重要であるということにつきましては、ＮＥＤＯの対応といたしまして

は技術戦略研究センターの機能を強化、体制の変更も含めた不断の見直しを行う対応をい

たしております。 

 次の、プロジェクト評価を適正に行いプロジェクトマネジメントに連動させる制度を検

討する必要があるという御指摘につきましては、事業の加速化または規模縮小等も含めた

反映の検討を実施しております。 

 次の、新事業を円滑に推進しプロジェクト間の効果的な連携を促進する必要があるとい

う御指摘につきましては、グリーンイノベーション基金事業統括室とプロジェクト推進部

等の関係部署と連携することで事業運営を円滑に行う体制を構築するということで、具体

的な仕組みの検討を行っているところでございます。 

 次の、ＣＯ２削減について社会的インパクトの把握が重要というような御指摘につきま

しては、定期的に外部有識者を交えた技術推進委員会等にて議論を行い、さらに、関連す

るエネルギー政策や導入支援策等を踏まえて、ＣＯ２削減効果等や研究計画について適宜

見直しを図っております。 

 次の、グリーントランスフォーメーションとデジタルトランスフォーメーションにおい

て、戦略的なスタートアップ支援が行われていくことを期待するという御指摘につきまし

ては、エネルギー・環境分野に特化したスタートアップや、研究者を対象とするピッチコ

ンテストを開催することで該当分野の活性化を目指しております。 

 以上でございます。 

○渡部部会長 御報告いただきまして、ありがとうございました。 

 それでは、次に議題２、３、４の説明をお願いしたいと思います。これはＮＥＤＯから

ということでございますね。 

○ＮＥＤＯ石塚理事長  おはようございます。ＮＥＤＯの理事長の石塚でございます。

毎年度、ＮＥＤＯの活動や成果に対する評価について御協力いただいていること、心から

感謝申し上げます。 

 また、新たに小川委員、熊崎委員、羽生委員に加わっていただきました。よろしくお願

いいたします。 

 まず、令和３年度の業績と自己評価結果について、この後、担当理事の小山から紹介い

たしますが、定量指標としての数値目標、各分野における具体的な取組のいずれも顕著な
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成果が上がっており、全体でＡ評価に相当するものと考えております。委員の皆様からは、

各分野の成果と組織運営の各項目について、それぞれ忌憚のない御意見をいただければ幸

甚でございます。よろしくお願いします。 

○ＮＥＤＯ小山理事  総務担当理事をしています小山のほうから、資料に基づいて説明

をさせていただきます。 

 ２ページ目を御覧ください。こちらが自己評価の全体像になっています。自己評価の基

準につきまして資料は割愛しますが、資料２のところですね、審議会としての評価基準が

定められておりまして、自己評価におきましても同様の基準で評価をしております。 

 簡単にこちらの内容を申し上げますと、次のページです。 

 自己評価の基準ということで、Ａ評価につきましては、基幹目標は100％以上、その他

の数値目標は120％以上、または、部会または有識者の評価によって顕著な成果が得られ

た場合と定められております。 

 Ｓ評価につきましては、基幹目標が200％以上、その他が120％を大幅に超え、かつ顕著

な成果が得られたものというように定められております。 

 次のページを御覧ください。こちらはＳ評価の定性基準なのですが、最初の矢印と最後

の矢印だけ御覧になっていただければと思うのですが、例えば、世界初とか、世界最高水

準、新しい概念を創出したというようなことがＳ評価相当になっております。 

 さらに、最後のところ、政府施策への貢献、顕著に見られたものについてはＳ評価にな

っております。 

戻りまして、先ほどの２ページになります。21年度につきましては①から⑤の分野セグメ

ントについては定量評価でＡ以上、さらには、産業技術分野につきましては定性部分を加

味いたしましてＳ評価というような自己評価をさせていただいております。 

 また、ⅡからⅣの業務運営関係、組織マネジメントについては後ほど、第４期の中長期

目標とも少し関連しますけれども、業務運営について、いろいろな取組の成果が21年度で

得られたというように判断しておりますので、こちらもＡ評価とさせていただいておりま

す。 

 次のページをお願いいたします。こちらは、各分野、セグメントの評価、取組状況とい

うことで、最初にＳ評価とした産業分野について簡単に説明させていただきます。後ほど

トピックのところでスライドをお見せしながら多少補足しますので、ここでは簡単にご説

明いたします。 
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 まず２番目のポツについて、World Robot Summit 2020が21年度に開催をして、世界をリ

ードするような、世界初の競技大会を実施することができました。 

 ３番目のポツ、二酸化炭素原料化基幹化学品製造プロセス、いわゆる人工光合成につい

てですが、こちらはＭＥＴＩ執行時代から10年間研究を実施していまして、実用化はもう

少し先なのですけれども、中国やアメリカ等でも同様な研究がされている中で、顕著な研

究成果を出していると考えております。 

 ４番目のポツ、ＡＩチップに関しても21年度に、１つのチップに６つの回路を乗せるこ

とによって低コストかつスピーディーに評価を行う仕組みをつくり出すことができたと考

えています。 

 最後に３次元光配線、いわゆる光信号についても成果が得られたと考えております。 

 ２番目以降の分野についてはＡ評価なので、説明は割愛させていただきます。 

 続きまして、４ページをお願いいたします。最初の⑤のところ、いわゆる基金業務に関

してです。グリーンイノベーション基金につきましては、21年度は立ち上げ期ということ

で、いろいろ書いてありまして、結論を簡単に申し上げますと順調に立ち上げることがで

きたというように自己評価をしております。 

 そのほか、ムーンショット基金、あるいはポスト５Ｇ基金も順調にスタートしていると

いう状況でございます。 

 Ⅱの業務運営の効率化については３つの項目に分けております。 

 政策対応についてはＮＥＤＯ法改正、補正予算によって措置された先端半導体生産基盤

整備基金補助、いわゆる半導体立地補助というような基金造成をつつがなくＮＥＤＯにお

いて行うことができたと考えております。 

 その次が経済安全保障の関係でして、こちらの事業実施はこれからとなりますが、ＮＥ

ＤＯに1,250億円が補正予算で措置されていますので、21年度内に基金の受入れというの

を行っております。 

 さらに、国の重要政策に関する取組といたしましては、ここでは蓄電池分野を入れてお

りますけれども、国が蓄電池戦略をまとめる作業の中で、特に技術分野での貢献というこ

とでＮＥＤＯの職員が、経済産業省参事に発令されて貢献を行ってきております。 

 ２番目のＤＸ・コロナにつきましては、また後ほど触れますが、第４期中長期目標期間

の中で様々な取組を進めてきておりますが、特に2021年度のトピックといたしましては、

公募の完全電子化がございます。ＮＥＤＯが受け付ける公募案件については全て電子で行
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おうというようなことを実現しております。 

 次のページをお願いいたします。ここからは達成状況ということで、６ページをご覧く

ださい。数値目標の詳細は説明いたしませんが、全体の構造といたしまして、左側の数値

目標の１から数値目標の5-3まで11の行があります。それぞれセグメント分野ごとに定量

評価を行いまして、縦を積み上げて、それぞれの分野の数値目標を出しております。具体

的に申し上げますと、エネルギー・システムは縦のところがＡ、省エネのところがＡ、産

業技術がＳ、新創業、ベンチャー関係がＡ、基金関係がＡというようになっております。 

 ７ページから先は省略させていただきまして、飛んで、13ページを御覧ください。21年

度の主なトピックということで、特に産業技術分野のＳ評価に関連するところを説明させ

ていただきます。こちらは導入部分なのですが、６月にまとめられた骨太の方針の中で、

岸田政権として５つの重点投資分野を上げられていますが、ＮＥＤＯはいずれの分野も深

く関与しているということを表したものになっております。 

 次のページをお願いいたします。産業技術分野のトピックでは、先頃World Robot 

Summit 2020開催というのを挙げさせていただきました。こちらは2018年に東京大会、プ

レ大会を開催いたしまして、その２年後にということで当初予定されていたものですけれ

ども、コロナの関係で１年延期しまして2021年に実施をしております。愛知県では４日間、

福島県では３日間実施しております。 

 分野としましては、ものづくり、サービス、ジュニアについて愛知で、インフラ・災害

対応について福島で開催しました。愛知については無観客、福島に関しては３日間で地元

の方4,000人に御来場いただくという形で実施をいたしました。 

 感染症対策として自治体との連携を行った上で、つつがなく実施をし、成果に関した取

組といたしましては、世界に先駆けた競技の設定、あるいはルールの設定ということで、

経済産業省と連携して世界をリードするような取組が行えたと考えております。 

 次のページを御覧ください。人工光合成です。こちらは、右上に事業期間は2014年とな

っていますけれども、２年間のＭＥＴＩ直執行を経て21年度に完了しているということに

なっております。 

 成果といたしましては、２番目のポツのところを特に注目していただきたいのですけれ

ども、世界で初めて100㎡のパネルを屋外に設置して、酸素と水素を分離して、安全に開

始をする、しかも長期間運転するということができています。 

 この成果につきましては、取組状況のところに記載しておりますけれども、イギリスの
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科学雑誌『Ｎａｔｕｒｅ』オンラインについては8月25日、冊子については10月号に掲載

されるというような成果が得られて、ＮＥＤＯのホームページでもアクセス数が多く、閲

覧されているということでございます。 

 17ページを御覧ください。ＡＩチップです。左下に絵が書いてありますけれども、６つ

の回路ですね。ＡＩチップベンチャーであるとか、異なる回路を１つのチップに載せて評

価を行うということで、取組状況の最後に書いてあるのですが、短期間化（従来比の45％

以下）、通常２年かかるものを10か月。コストも、１つのチップに集約していますので、

６分の１以上の低コスト化を実現することができたという成果を得られています。 

 次のページを御覧ください。光配線技術、いわゆる光電子融合につきましては、左下に

あるのですけれども、３次元光配線技術を世界で初めて開発いたしました。右側の下の写

真にあるのですけれども、この技術も使いましてサーバー型のラックも実装しまして運転

をして、高い省エネ性能、処理速度を実現しております。 

 成果に関連した取組で最後のところにありますが、当初から技術研究組合を組成して実

施してきておりますが、この中で、2017年にベンチャー企業を立ち上げてこの製品の一部

を製造、販売するというような仕掛けもつくっております。その製品も使って、組合員企

業のＮＥＣ、富士通、沖電気等が実際の製品化をこれから行っていくという状況になって

います。 

 19ページ以下は産業技術分野以外のトピックということで、最初にベンチャーの関係を

掲載させていただいていますが、こちらにつきましては時間の関係もありますので、説明

を省略させていただければと思います。 

○渡部部会長  御説明は以上でございましょうか。 

○ＮＥＤＯ小山理事  続きまして資料４について説明をさせていただきたいのですが、

今、画面共有ができていない状況でして、しばらくお待ちいただければと思います。 

 では、こちらについても簡単に説明をさせていただければと思います。 

 ページをめくっていただきまして２ページ目を御覧ください。こちら、第４期の見込み

評価ということで、先ほど21年度については自己評価というものを説明させていただきま

した。22年度につきましては今まさに実施中ですので、こちらは推計という形で入れさせ

ていただいておりますが、第４期全体通期で各分野ともＡ評価。トータル、総合評価もＡ

評価ということで自己評価をさせていただいております。 

 続いてのページをお願いいたします。各分野のトピックは後半のほうの資料で説明させ
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ていただきます。まずエネルギー・システム分野については福島水素エネルギー研究フィ

ールド、水電解施設、太陽光パネルからの電気を使っているというようなことも実施をし

ておりますし、先ほどの資料にもありました、水素サプライチェーン、水素キャリアを用

いて国際間での大量な水素を海上輸送する、世界で初めての取組に成功しています。もち

ろん、事業者さんが実施しているものなのですけれども、国の予算を得てＮＥＤＯがサポ

ートしています。 

 ②省エネルギー・環境分野については、後半の資料で1700度級の高効率ガスタービンに

ついて結果を出すことができておりますので、こちらを紹介させていただきます。 

 ③については産業技術分野ということで、先ほど説明させていただいていますので、省

略させていただきます。 

 ④新産業創出・シーズ発掘等分野につきましては、特にスタートアップ支援ということ

で、長年ＮＥＤＯが研究開発型のベンチャー企業、スタートアップ企業を支援していたわ

けなのですけれども、結果として21年度末現在で34社が上場している。その時価総額は１

兆円を達成するというような成果が得られています。 

 ４ページを御覧ください。業務効率化に関する事項ですが、こちらは石塚理事長が第４

期に着任されて取り組んできたことをまとめさせていただいています。中身については、

石塚理事長から御発言をお願いできればと思います。 

○ＮＥＤＯ石塚理事長  第４期の見込み業務実績につきましては、ただいま担当理事の

小山から説明がありましたが、私からは、４年前に着任して以降、ＮＥＤＯをどのように

していくべきか自分自身で考え、取り組んできたことを３点、1番目として、法人経営、

２番目として、基金業務の追加に対する組織・人員体制の整備、３番目としてコロナへ対

応、ＤＸ推進についてお話ししたいと思います。 

 第１点でございますが、法人運営としての特に人材の活用と育成についてお話をいたし

ます。 

 29ページを御参照ください。まず、組織運営でございます。着任後感じましたのは、Ｎ

ＥＤＯ内の経営課題、情報がタコつぼになっていること、ＮＥＤＯ全体に関する課題につ

いて理事全員が議論する場がないことでございました。情報を共有化して、ＮＥＤＯの経

営課題を議論し、解決策を策定し、実行する会議体として理事執行会議を創設いたしまし

た。 

 同時に、経営企画機能を強化するため経営企画室を設置し、また、ボトムアップによる
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改善を行うための業務改善推進室も設置し、職員から様々な改善提案がなされ、ＮＥＤＯ

の改善、活性化につながっております。 

 経営企画室は理事執行会議の事務局としても機能し、職員と経営陣とのパイプ役の役割

も十分に果たしていただいています。 

 続きまして、30ページを御参照ください。職員の人材育成には特に注力してまいりまし

た。人材面ではＮＥＤＯはダイバーシティ、人材流動性が高い組織であり、官庁と企業、

大学や研究機関から集まった人材とプロパー職員が連携して有機的な組織力を発揮するこ

とが重要であると着任当初から認識しておりました。その中で、組織のパフォーマンスの

連続性を保つため、また、経済産業省からの様々な要請に応えるためには、ＮＥＤＯの根

幹を支えておりますプロパー職員の育成強化が最も重要と考えたわけでございます。 

 また、第４期中長期目標期間中で基金事業の追加により業務ポートフォリオが大きく変

化する中で、人員体制の整備も急務でありました。まず、プロパー職員の採用人数につい

て、経済産業省から人件費の確保などの尽力もあり大幅に増やすことができました。第４

期は、１年目は12名の採用でございましたが、今年度は23名採用をさせていただいており

ます。また、社会人経験者についても積極的に採用を進めており、当初４名だったのが今

年は22名まで増やすことができました。 

 もっとも、採用数をただ増やせばいいというものではなく、採用した人材の育成が肝要

であり、人材育成の強化としてプロパーの採用から育成をシームレスに担当する人材開発

室を新たに設置し、機能強化を図りました。 

 また、ＮＥＤＯに求められる中核機能としては、プログラムマネジメントは普遍であり、

その成否を決める鍵となるプロジェクトマネージャー（ＰＭｇｒ）の育成についても改革

を行いました。プロジェクトマネージャー（ＰＭｇｒ）のレベル認定制度を創設し、ふさ

わしい人材を任命する仕組みを整備いたしました。 

 中でも、重要な技術分野については、深い知見や国内外の人的ネットワーク、卓越した

プロジェクトマネジメントスキルを有する当該分野の第一任者として新たな職位、ストラ

テジーアーキテクトの創設、昨年は水素燃料電池分野で１名を配置いたしました。 

 人材開発室では、ＮＥＤＯに求められる機能、役割を踏まえ、キャリア形成のイメージ

を提示するため、プロパー人材育成策を策定しております。今後は、その人材育成策に基

づき、先に述べましたプロジェクトマネジメントを担う人材だけではなく、経理とかシス

テムを含めた管理部門のスペシャリストを含めまして、それぞれのキャリア形成を意識し
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て、戦略的に育成していくことといたしております。 

 ＮＥＤＯの中核を担うプロパー職員を強化し、長期的な組織全体の能力向上のための基

盤構築が実現したことは、私が着任当初から描いていた構想が形になったことは大変感慨

深いものと思っております。 

 続きまして、第２点、基金業務の追加に対する機動的な組織・人員体制の整備について

でございます。31ページを御参照ください。 

 近年の政策の動きとしましては、2020年10月に、2050年カーボンニュートラルを宣言さ

れ、また、世界的な気候変動対応の高まりによるグリーン社会の実現に向けた動きが加速

しています。 

 さらに、政府の新しい資本主義におきましても、科学技術イノベーション、グリーント

ランスフォーメーション、ＤＸへの投資、さらにはスタートアップへの投資が主要な政策

として掲げられております。 

 このような背景から、第４期開始時には想定し得なかったグリーンイノベーション基金

をはじめ、ムーンショット、ポスト５Ｇ、経済安保といった基金がＮＥＤＯに造成されて

おります。その合計額は３兆円を超えており、ＮＥＤＯに対する期待と責任が一層高まっ

ていると認識しております。 

 いずれの基金も、予算成立後、速やかに機構内の組織体制と関係規程の整備を進め、滞

りなく基金造成を完了し事業開始にこぎ着けたことは高く評価いただけるものと考えてお

ります。 

 続きまして、第３点でございます。コロナへの対応及びＤＸ推進についてでございます。

32ページと33ページを御参照ください。 

 第４期中長期目標期間中の情勢としては、何といっても2020年度以降のコロナ禍の影響

で世界の経済活動が大きく停滞、変動したことが上げられます。ＮＥＤＯにおいてもコロ

ナ禍の影響が非常に大きく、何としても事業を継続させようと組織一丸となって最善を尽

くしてまいりました。感染防止対策を講じながら、業務を継続させるために情報基盤シス

テムへの投資を拡大して、テレワークを可能とする環境構築を早期に行いました。 

 今後も、ニューノーマル下での業務効率化、ＤＸを中心にした社会情勢の変化への対応

が必要と考え、2020年11月にＤＸ推進本部を設置いたしました。ＤＸ推進に向けた方針、

解決策を議論し、様々な取組を実行に移しております。その１つとして、事業者から提出

される公募の提言書類は2021年度から全て電子化したことと、加えて、プロジェクト実施
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段階において事業者からの各種申請を電子化するプロジェクトマジメントシステムを本格

稼働させております。 

 最後に結びとなりますが、私は常々、ＮＥＤＯは成果の社会実装を促進するイノベーシ

ョンアクセラレーターであると申し上げてきました。その役割を果たすべく、現下の激し

い社会情勢の中にあっても、柔軟に対応できる組織の基盤づくりを進めてまいりました。 

 これからも、技術開発マネジメントがＮＥＤＯのコア業務であり、成果の最大化に取り

組んでまいりたいと思います。また、スタートアップを取り巻く環境も変化しております。

ＮＥＤＯとしても支援制度をより強化し、研究開発型スタートアップの創出、育成に一層

取り組んでいきたいと思っております。 

 さらに、今年度は、経済安全保障に関する事業、半導体の生産設備支援といった、これ

までにない取組にチャレンジしていくことになります。ＮＥＤＯに求められる役割が、こ

れまで以上に大きなものとなると思っております。第５期に向け、今後ＮＥＤＯがどのよ

うなポートフォリオで、どのような機能、役割を担っていくか、経済産業省とより連携を

密にして検討を進めてまいりたいと思います。引き続き、皆様の御指導を賜りたいと思い

ます。どうもありがとうございました。 

○渡部部会長  ありがとうございます。これで御説明は一通り終了したということでよ

ろしいでしょうか。 

○ＮＥＤＯ小山理事  はい、以上でございます。 

○渡部部会長  ありがとうございました。それでは、委員の皆様から次回、連休明けに

評価の意見聴取がございますけれども、御質問や御不明点は今日クリアにしておきたいと

考えております。御質問等ございましたら、是非お願いいたします。いかがでしょうか。

では、どなたからでも声を出していただければと思います。 

 

○渡部部会長 では、先に私のほうから、ロボットコンテストは世界初ということで、高

い評価を評定なさっておりますが、何が、どう期待できるのかという観点をお示しいただ

きたいと思います。 

 また、理事長のお話にございました、今まで理事執行会議というのがなかったという点

について、理事はいらっしゃるが、執行部隊、責任者との会議がなかったという話になる

のですしょうか。 

 ２点だけ、簡潔にお願いできればと思います。 
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○ＮＥＤＯ小山理事  World Robot Summitにつきましては、また整理させていただきた

いと思いますが、これを行うことによっていろいろな企業を発掘するというようなことで、

引き続き取り組んでいきたいと思っています。次回にしっかり御説明させていただきたい

と思います。 

○渡部部会長  どういうインパクトが期待されるのかというところを、補足いただけれ

ばと思います。では、理事長からお願いします。 

○ＮＥＤＯ石塚理事長  では、部会長御質問の第２点目についてお答えいたします。か

ねてよりＮＥＤＯは運営会議というのがございまして、その中では案件ごとの審議や報告

は行われるわけでございますけれども、議論する場というよりは、むしろ決定するという

会議体です。従い、監事や全ての理事も入っているわけですが、決定する場になっており

まして、議論する場ではなかったということが１つございます。 

 私が先ほど申し上げたのは、ＮＥＤＯ全体に関わるような情報や課題を組織全体で共有

し、議論をして、会議というのは常に議論する場ではなくて、議論した結果、解決策を出

して、それをどのように組織内に落とし込んで実行していくかということを民間のときか

らずっとそのやり方でやってきましたので、ＮＥＤＯにそれを持ち込んだということです。 

 決める会議は運営会議でございましたので、良いのですが、議論をして、全ての人たち

が情報を共有化して、解決策を導いて、より良い方向に組織をまた改善していくというと

ころのシステムをつくったということになります。部会長、お答えになっていますでしょ

うか。 

○渡部部会長  ＮＥＤＯの組織は、いろいろなセンターとか部がありますよね。そこの

責任者が入られるということになるのですか。 

○ＮＥＤＯ石塚理事長  部会長御案内のとおりセグメントごとの担当の理事がおりまし

て、全ての推進部というか、いわゆる実行部隊をやっている担当理事がおります。それに

全ての技術戦略等を束ねているセンター長を含め、理事が５人いて、副理事長がいて、理

事長の私がいて７人の理事プラス、センター長の方がいて８人。最近は拡大しておりまし

て総務部長等メンバーを増やしていますけれども、当初は理事プラス、部会長から今お話

のあったセンター長を入れてＮＥＤＯ全体の情報の共有化と課題について議論をする、こ

の議論するというプロセスがとても大事であると私は認識しております。 

○渡部部会長  その議論を行った結果、執行にどういう変化があったかということで言

うと、何かコメントございますでしょうか。 
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○ＮＥＤＯ石塚理事長  そうですね。課題として、職員と経営陣の間の意思の疎通を密

にしなければいけないというところは感じております、例えば経営企画室をつくって、そ

の者が理事執行会議の事務局をやっておりますので、理事執行会議で決まったことは職員

たちにも幅広く情報を共有化させるとか、そういうことで、基本的には企業というか、機

構の風土がすごくオープンになって風通しがよくなったというのは１つございます。 

 あとは、いろいろ組織づくりのところで、例えばグリーンイノベーション基金２兆円を

経済産業省からいただいて、組成をして、どのように運営するかというところの課題は、

一個一個のプロジェクトをやっている理事のところではなくて理事執行会議でどのような

組織をつくったら一番良いのかというところの議論を行い、例えばグリーンイノベーショ

ン統括室をＮＥＤＯに設け、今日同席していただいている梅原さんという経産省から室長

をお招きし、彼が主体となって会議を束ねていくなど、問題点の解決策を実行している例

はたくさんございますが、今の部会長の御質問については後日まとめて事務局のほうから

資料をつくらせていただきたいと思います。 

○渡部部会長  ありがとうございました。他はいかがでしょうか。 

○羽生委員  羽生です。よろしいでしょうか。 

○渡部部会長  お願いいたします。 

○羽生委員  ありがとうございます。32ページのところで、業務運営の効率化という御

説明をいただきました。ありがとうございました。 

 そこで、テレワークの推進を御説明されておりましたが、この辺、どうなのでしょうか。

大学でもテレワークがかなり進んでいるのですけれども、だんだん慣れてきますと利便性

だけではなくて負の側面を、感じております。 

 例えば、意外と若い人たちはメンタル的にやられてしまうとか、対面でできたときに感

じとれていたものが、感じられにくくなり、ダメージを受けてしまうということがありま

したので、テレワークの利便性と、その負の側面というのも少し考えながらということは

あるのかなと感じたのですが、その辺いかがでしょうか。 

○ＮＥＤＯ小山理事  では、私から回答させていただきます。 

○羽生委員  お願いします。 

○ＮＥＤＯ小山理事  おっしゃるとおりでして、テレワークにはメリットもあれば、他

方、デメリットもあるというように考えています。コロナ当初はＮＥＤＯ内の情報端末の

整備ができていなかったので、かなり混乱したのですけれども、先ほど申しましたように
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急ピッチで整備をしまして、自宅でかなりの作業ができるようになるということを早い段

階で活用して、政府から７割出勤抑制というような御要望があったのですが、それを達成

できたということでございまして、その過程で問題が生じてきたというのは、ＮＥＤＯは

外部企業の方に出向してきていただいて何年間か勤務していただくということもあります

し、職員の人事異動が激しい組織なので、テレワークばかりですとコミュニケーションが

疎遠になってしまうということで、テレワークの良さとコミュニケーション、特に新しく

入られた方のコミュニケーション、キャッチアップをどうするかということで、バランス

を取っていかなくてはならないということで理事執行会議で重点的に議論してテレワーク

ガイドラインをまとめさせていただきました。 

 それぞれの部署によって仕事の仕方は様々ですので、そこはそれぞれで考えていくとこ

ろではありますが、組織全体としては１か月に10日までは部内で判断してテレワークを取

ると。それ以上必要であるという場合には人事のほうに許可を取っていくという形でやら

せていただいていまして、４月から本格的にスタートしたのですけれども、さらにフォロ

ーアップを行いたいと考えておりますが、たくさん議論した結果としてまとめているので、

それなりに機能しているのではないかと考えております。 

○羽生委員  ありがとうございました。 

○渡部部会長  よろしいですか。そうしましたら、小川委員、お願いします。 

○小川委員  ありがとうございます。３点御質問させてください。 

 １つ目ですけれども、NEDO内部での部門間の連携を取られているという非常にすばらし

いお話を伺いました。他方で、御説明にありましたようなCNですとか、最近はバイオのお

話も別途伺ったことがあるのですけれども、そうした、政権の中でも優先順位の高い課題

につきましては他省庁、他の機関でもいろいろなお取組があるということを伺っておりま

す。やはり、最終的に社会実装のところまでしっかり持っていくためにはスキーム間の連

携も重要になってくるのではないかと思いますが、他の機関との連携について何かお取組

があるかを伺いたいというのが１点目でございます。 

 それとも関係しますが、スタートアップの関係です。スタートアップの発展段階に応じ

て、伴走されるスキームを持っていらっしゃるということで非常にすばらしいことだと評

価をしております。その際も、例えばＮＥＤＯのスキームに加えてスタートアップがグロ

ーバルなレベルまで発展するというところにつきましては、同じ経産省関係ですけれども、

ＪＥＴＲＯさんなどのお取組とも連携が必要ではないかと思います。そうした連携がある
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のかどうかということも教えていただければと思います。 

 最後に３点目でございますけれども、業務運営のところでオンライン化ですね。申請手

続等のオンライン化、特にデジタル臨調のお取組の方向性にも沿っていて大変すばらしい

と思っております。とりわけ、これからスタートアップ関係なども入ってまいりますとオ

ンライン化されていることが前提というのが非常に重要だと思っています。こうした取組

を受けた利用者側のほうから何か評価の声があるのかどうかというところをお聞かせいた

だければと思います。 

 よろしくお願いします。 

○ＮＥＤＯ小山理事  御質問ありがとうございます。まず１点目は、先ほどから説明し

ておりますが、足りないところは協力しながらやっていくということで、ＴＳＣに農水省

から出向いただいたり、あるいはＧＩ基金というのは主に経済産業省が実施をしているの

ですが、部分的には他省庁の案件もプロジェクトとして上がっていますので、その実施に

関しては他省庁の所管課とも、経産省を通じて連携をするということで実施主体の連携を

図っておりますが、もう少し整備したものを次回の会議までに準備をして御説明させてい

ただきたいと思います。 

 スタートアップにつきましては、独法のスタートアップ関係の部署が連携して取り組ん

でいくというところに関してはＮＥＤＯがかなりリードして連携させていただいておりま

す。ぜひ、スタートアップ支援が全体として強化される中でうまく活用していきたいとい

うように考えております。 

 ３点目、事業者様の声というのは、まとまった形ではないのですけれども、特にプロジ

ェクトマネジメントシステムについては実際にいろいろな情報もリアルタイムでシステム

の中に入れて、ＮＥＤＯ側でも確認できるよというようなシステムを構築して運用してい

るので、かなり高い評価をいただいているかと思います。いずれかの段階で、全体として

どう評価いただいているかということも踏まえた上での改善というのもゆくゆくは行って

いきたいと思います。 

 以上でございます。 

○小川委員  分かりました。ありがとうございます。 

○渡部部会長  よろしいでしょうか。では竹内委員、お願いします。 

○竹内委員 御説明いただきましてありがとうございました。私から３点、お伺いで

きればと思っております。 



- 17 - 

 

 １点目が、経済安全保障の価値という辺りが、コロナも契機として急速に国内で議論さ

れるようになり、また、価値が高まってきている中で、そもそもＮＥＤＯは日本初のイノ

ベーションや技術の実装という辺りを御支援くださっている組織ということで、総論とし

ては特に違和感なく取り組んでいただいているというように受け止めております。 

 お伺いしたいのが、6,000億円強の助成金を活用するというような形で支援していただ

いている先端半導体の国内生産拠点の確保ということで6,170億円ほど、令和３年度補正

予算等でついていたかと思います。こういったものも国内メーカー、特に国内ベンチャー

等の技術に対して支援されるということが望ましいと思っているのですけれども、国内生

産拠点のというような形のタイトルになっているのですが、どういう形でお使いいただい

ているかというところについて補足をいただけましたらありがたいです。国内メーカーあ

るいは国内ベンチャーの支援に重点的に回っているのかということで教えていただければ

ありがたいです。 

 ２点目が全般的な評価の在り方に若干関わるかもしれませんけれども、世界初といった

ようなことは技術開発においては重要な評価の指標になるかと思います。ただし、アカデ

ミアの世界では初めて思いついたというところに非常に大きな価値があると思うのですけ

れども、我々の目的は社会に実装するというようなところであろうと思います。 

 例えば水素の部分、2021年度のものはトピックで水素のサプライチェーンのお話がござ

いましたが、世界初で例えば水素運搬船の実証事業をすると。これが内閣総理大臣賞とい

う、国内の賞ですけれども、受賞したことは非常に良いことではあるのですけれども、こ

れはやはりコストが下がり一般的に多くの国で使われる技術になって初めて、その技術が

社会に実装される、開発の意義を果たすというところになるので、日本が初めて成功しま

した、いい技術ですねというところで終わらないようにしないといけない。ここが非常に

重要なところであろうと思います。 

 こういった、世界初というようなところでの評価から、どのようにしていこうとされて

いるのかというところを、教えていただきたいというのが２点目でございます。 

 ３点目が、スタートアップ支援についても非常に積極的に取り組んでいただいていると

いうように認識をしております。今私も、エネルギー政策論の提言だけをしていても具体

的な進捗が期待できない、産業の活性化、産業がついていくということが必要であると考

えまして、会社を立ち上げて環境エネルギー分野のコミュニティというようなものの策定

の支援も取組の１つとして行っているのですけれども、実はそこにＮＥＤＯさんが協業を
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持ちかけてくださって、ＣＩＣというスタートアップに特化したサービス事業と、ＮＥＤ

Ｏさんスポンサードのスタートアップピッチを行ったりしていました。 

 こういった、ＮＥＤＯさんが外のネットワーキングに出ていっていただくということが

非常に重要であると思いますので、ＮＥＤＯさんが支援されたスタートアップの上場の数、

あるいは総額といったことに加えて、外部との連携にどういうものがあるかの可視化を、

ぜひお願いしたいというところでございます。これは評価に向かって必要なので、教えて

いただきたいという意味合いもあるのですが、そういった姿をぜひ見せていただきたいと

いうところもありまして申し上げる次第でございます。 

 以上になります。 

○渡部部会長  ＮＥＤＯから、お願いいたします。 

○ＮＥＤＯ小山理事  コメントありがとうございました。御質問に簡単に答えさせてい

ただきたいと思います。 

 まず、経済安全保障の関係の、半導体の立地補助につきましては政府で認定された計画

に基づいてＮＥＤＯが、指示を受けて実施するということですので、このスキームでどこ

に資金が供給されていくのかというのは基本的に国で決めるような制度となっております。

ここは経産省が方針を明確にして指示をいただくというような運営でさせていただいてい

ます。 

 他方で、半導体分野のスタートアップ関係の支援につきましては、ポスト５Ｇのチーム、

これは研究開発関係の支援をやっているのですけれども、かなり幅広く研究開発プロジェ

クトをサポートするということで、そういったところで新しい企業のバックアップを継続

的にやっていきたいと考えております。 

 それから、２番目の質問の水素サプライチェーンにつきましては、水素運搬船は今年度

まで、その他の事業で2025年度までというようになっているのですが、この運搬船の関係

につきましては別途、グリーンイノベーション基金のほうで大型のプロジェクトができて

おります。今回の水素運搬船のノウハウを用いて、大型化した船の設計にその成果を反映

していくということで、大型化することによってもちろんコストも下げていくしビジネス

にもつなげていくということでございます。 

 あわせて、運搬に関わる国際標準というのも今後のプロジェクトの中で取り組んでいく

というようになっております。この分野については、ＧＩ基金の目標は企業のコミットメ

ントをして社会実装していくということですので、この成果については、他の分野も含め
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てですけれどもしっかりと社会実装につなげていくというような計画になっております。 

 最後のスタートアップにつきましては、御指摘はごもっともだと思います。ネットワー

キングのところに出ていく、いろいろな取組をしておりますが、今日ここでは資料の中で

も十分に説明ができておりませんでしたので、情報提供も含めて次回までに用意してお示

ししたいというように考えております。 

 以上でございます。 

○渡部部会長  竹内委員、よろしいですか。 

○竹内委員  １点だけ追加でお伺いしてもよろしいでしょうか。 

○渡部部会長  はい。 

○竹内委員  今御説明をいただいた１点目の経済安全保障の価値の部分なのですけれど

も、支援する先というのは経産省のリードで決定するということだとすると、支援先の選

定についてＮＥＤＯさんのノウハウや知見が生きるということは基本的にはないというこ

とでしょうか。 

○渡部部会長  たしか前回説明を受けて、ほとんど、そういう単純な業務を請け負うこ

とになった旨の話をされていたような気がしますけれども、もう一回確認をさせていただ

ければと思います。 

○ＮＥＤＯ小山理事  ＮＥＤＯの本分はイノベーションアクセラレーターということで

研究開発プロジェクトのマネジメントが強みだと思っております。ただ、政府からＮＥＤ

Ｏで実施せよということで御指示をいただいている事業ですので、しっかりと実施をして

いくということを担保してまいりたいと思います。 

○竹内委員  ありがとうございます。もう一点だけなのですけれども、先ほど半導体の

支援についてポスト５Ｇの支援の中でということで、この中で幅広く研究開発プロジェク

トを支援されているというようなお話だったのですが、これは研究開発のみでしょうか。 

 ステージがいろいろあると思っていまして、もうビジネスに入ってきてはいるのだけれ

ども、やはりスケールメリットがなかなか出せない、コストダウンができないと結局、い

い技術を持っていてもマーケットで勝つということがなかなか難しい。ゼロから１ではな

くて１から10の間のステージの中で悩んでいるような、苦しんでいるようなスタートアッ

プですとか国内企業が多いと思うのです。そこへの支援も含まれるというように理解して

よろしいでしょうか。 

○ＮＥＤＯ小山理事  現状においてはスタートアップも含めてＮＥＤＯの役割は、いろ
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いろなネットワーキングであるとかＲ＆Ｄというようなことが中心になっておりますけれ

ども、今後、スタートアップ施策を強化していく中で、御指摘のような問題意識も経済産

業省は持っているので、何らかの対応が出てくるかと思います。 

 少し触れさせていただきますと、先ほど経済産業省の参与は蓄電池分野ということを御

紹介させていただきましたが、実はスタートアップの分野でも経済産業省の参事としてＮ

ＥＤＯのイノベーション推進部の部長が任命をされておりまして、先生がおっしゃったよ

うなスタートアップのボトルネックは何であるかというところも含めてインプットして、

経済産業省の施策づくりを今、していただいているということでございますので、現状に

おいてはかなり手の届いていないところもあるかと思うのですけれども、これから、その

辺も含めてアプローチを考えていくというようなことになってくるかと思います。 

○竹内委員  ありがとうございました。ＮＥＤＯさんにやっていただく支援のバウンダ

リーというのでしょうか、技術開発から社会実装までの、グラデーションといいますか、

マーケットに実装されるまでの発射台も必要だなというのを日々感じているところです。

ぜひ、そういったところも経産省さんと連携の上、御検討いただければありがたいと思い

ます。ありがとうございます。 

○渡部部会長  ありがとうございます。今気がつきましたが、スタートアップ関係で

JICと何か連携されているようなことはありますか。JICはいろいろな、企業参画のファン

ドを持っているし、スタートアップ支援での連携を行っているという理解でよろしいので

しょうか。 

○ＮＥＤＯ小山理事  おっしゃるとおりでして、理事長のリーダーシップでここの連携

は実現したわけなのですけれども、やはり、先ほどの御指摘のように研究開発段階で支援

するのですが、出口のところはＮＥＤＯがなかなか後押しできないので、そこはうまく連

携したいというのと、ＮＥＤＯの人材育成ということで、実際の投資の場面でのノウハウ

というか、肌感覚みたいなものをできればＮＥＤＯの職員に身につけてもらいたいという

ことで、ＮＥＤＯの中で優秀な職員を送り出して現場で研修させているという状況です。 

○渡部部会長  分かりました。あと、スタートアップ関係で、いわゆるカーブアウト企

業から切り出して出てくるような案件は公募対象になるのですか。 

○ＮＥＤＯ小山理事  なります。 

○渡部部会長  実績はありますか。 

○ＮＥＤＯ小山理事  そこは整理をさせていただければと思います。他方で、スタート
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アップ支援以外に、省エネの研究開発であるとか、そういうところもやっています。そこ

にスタートアップが入ってきていて実はカーブアウトに近いような事業体がやっていると

いうようなこともありますので、まずスタートアップの枠組みの中でその扱いがどうなっ

ているかというのは、また整理して説明させていただきますが、この例にあるように実際

のカーブアウトに近いようなところも支援して成果を出していただいているということで

ございます。 

○渡部部会長  これは技術研究組合を軸にしてるものでしたでしょうか。 

○ＮＥＤＯ小山理事  これは、大企業の一部門で、かなりカーブアウトに近い形で、次

世代のパワー半導体の研究開発です。 

○渡部部会長  これとは別に技術研究組合を経由して新設分割したケースがありました

よね。 

複数部門で、もともと研究開発としてやっていたのが技組を経由にしてカーブアウト的な

ものが出てくるだとか、いろいろなルートで、アウトプットがスタートアップ的なものが

入っているという構造になっているのだと思うのです。その辺を、ＮＥＤＯが介入するこ

とで、こういうエコシステムができませんかということです。 

 それでは熊崎委員、お願いいたします。 

○熊崎委員  まず、業務の効率化、運営についての質問です。配付資料に、事業者の

方々を対象にした技術開発マネジメントに関するアンケート調査が回収率100％と記載が

ございました。ＮＥＤＯさんのマネジメントに関する、事業者側からの意見だと思います

が、もし可能であれば御説明いただきたいと思います。 

 続いての質問です。職員の方々のモチベーションを上げるというのは非常に重要な取組

だと思います。いろいろな経営支援制度等を充実されている中に、職員表彰制度がありま

すが、どういった理由で表彰されているのでしょうか。表彰の理由は、組織の意思表明、

価値観が表れていると思いますので。その点についてお伺いできればと思います。 

 また、業務改善ポストに300件の意見が集まったそうですが、意見収集期間がわからな

いものだと思いますので、意見の内容や対応についてご説明をいただきたいです。 

 最後に、広報を行い、成果を普及されているとのご説明で、ターゲットがどの程度明確

になっているのかが気になる点がございます。 

 ＮＥＤＯ特別講座では人材育成の対象が不明瞭と感じました。その点について御説明い

ただければと思います。以上です。 
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○渡部部会長  ありがとうございました。 

○ＮＥＤＯ小山理事  ４点御質問をいただきました。いずれも正確かつ詳細にお答えし

たいと思っておりますので、次回までにデータを整理してお示しさせていただければと思

います。 

 その中で２点目の職員表彰については、実は今年度は２年度目でスタートして間もない

取り組みになるのですけれども、職員に厳しくするだけでなくて、褒めて伸ばそうという

理事長の発想を踏まえて導入していただいたものでございます。分類としましては、プロ

ジェクトをいかに成果に結びつけたか。あるいは、管理部門で組織の下支えをしっかりで

きたか。あるいは、若手、入構数年までの職員で頑張っている人。そういう人たちを分類

分けして表彰させていただくということをやっています。こちらも直近のものでお示しで

きるものがあると思います。 

○熊崎委員  よろしくお願いします。 

○渡部部会長  では、こちらについては引き続きよろしくお願いいたします。ほかにい

かがでしょうか。御発言のある委員の方、いらっしゃいますでしょうか。 

先程御発言いただいた方も何かあれば、もう一度お願いしたいと思います。 

途中で気がついた、確かに世界初というのが結構たくさんというか……。世界初だからＳ

評価ですという形ではなくて、それがどういう意味があるのか。学術的な可能性があれば

学術的な成果なのでしょうけれども、社会実装する上でどういうアウトカムがあるのか。 

 さっきのロボットの話もそうなのですけれども、光触媒のところ、学術的成果と輸送に

係る成果というのは結局分かれてしまう。つながりが見えないと、インパクトが下がって

しまうと思うのですよね。その辺、いい形で説明をお願いできればというのが全般的には

ございますので、よろしくお願いいたします。 

 あと、これは経済安全保障関係のファンディング・エージェンシーになってくるという

ことになると、それなりのスキルや多様な専門性も必要になってくる可能性が高いと思っ

ています。その辺は、どのようにお考えになっているのでしょうか。 

 例えばアメリカなどで今、ファンディング・エージェンシーが2018年、National 

Defense Authorization Actに対応するためにかなり苦労されていたと認識しております。

アメリカではどういうことをファンディング・エージェンシーが担ってくるのかというこ

とは共有されているのかどうか。そのあたりはいかがでしょうか。 

○ＮＥＤＯ小山理事  御指摘ありがとうございます。前半の御指摘について、特に
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World Robot Summitについては具体的な御指摘をいただいていますので、次回までにお示

ししたいと思っています。 

 経済安全保障につきましては、先生が御懸念いただいているとおり、ＮＥＤＯとしても

体制的にはこれからかなと思っています。いずれにしましても基金として1,250億円をＮ

ＥＤＯが受け取っているという状況ですので、これに関連したプロジェクトは立ち上がっ

てくるということになると思います。当然、それに関連したインテリジェンスも蓄積して

いかなくてはいけないと思いますので、それはこれから、いろいろなノウハウを持った経

済産業省ともよく連携をして進めていきたいと思います。 

 海外の状況は、まだ十分に勉強が進んでいないのですけれども、いろいろ組織をキャッ

チアップさせていく過程で十分に参考にしていきたいと思っております。 

○渡部部会長  ありがとうございました。もう一点だけ、すみません。スタートアップ

関係、上場数が幾つとか、そのようなことを成果として上げられてきたわけですけれども、

また、市況が昨年度、最後は悪くなっていますので、今後については上場数はなかなか難

しくなってくる可能性があります。 

 その中で、先ほど理事長の御発言で、スタートアップの環境変化が大きくなるというよ

うなことを言われていたかと思います。その環境変化というのをどのように捉えられてい

るのかということについて、改めて確認をしたいと思うのですが、いかがでしょうか。 

○ＮＥＤＯ小山理事 実は直近の状況も確認をしておりまして、年度の締まりで34社なの

ですけれども、さらにまた新たに４社上場して、まだ時価総額１兆円は維持しているとい

う状況でございます。 

 もちろん、マーケットはアゲンストではあるのですけれども、いろいろな意味で国の政

策もこれからかなり立ち上がっていくだろうということで言いますと、先ほど言った環境

変化というのは主に、経済産業省をはじめ、国の政策が充実していく中でＮＥＤＯとして

も今までのスタートアップ支援とレベルの違った対応をしなければいけなくなってくる可

能性があるということで発言したというように認識をしております。 

○渡部部会長  市況は悪くなると思いますので、その中での公的資金、公的なサービス

の役割はむしろ増してくるということかと思います。その中でのＮＥＤＯの役割という感

じになるのではないかと思います。 

 では、熊崎委員、お願いできますでしょうか。 

○熊崎委員 MRJの事業などはＮＥＤＯさんのほうでも非常にコミットされたかと思うの
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ですけれども、残念ながら今は開発活動は一旦立ち止まりがなされていると承っています。

今後、グリーンイノベーションという形で次世代航空機の開発にコミットされるというよ

うなお話なので、知見をどのように活かされていくのか、御説明いただければということ

で言わせていただきます。 

○ＮＥＤＯ小山理事  ありがとうございます。いろいろな事業のフェーズがあって、Ｎ

ＥＤＯが主に担うのは、まだ製品になっていないようなものを研究開発によって製品化に

つなげていくということかと思います。その意味で、ＧＩ基金で今上がっているものは、

まさにそういう段階にありますので、ＧＩプロジェクトの中でＮＥＤＯが支援するという

ことでやっています。 

 MRJについては、もちろん過去においてかなり大きな支援をしてきて、その結果、今こ

ういう状況になっているということです。ＧＩ基金の中ではＮＥＤＯだけではなくて経産

省も、このグリーンイノベーション基金事業のプロジェクト運営について深くコミットし

て、かつ、企業からもコミットいただく。 

 その過程で規制緩和であるとか、標準化の必要があれば、そこも計画に含めて実施して

いただくということで、日々改善をしながら取組をさせていただいているという状況でご

ざいます。 

○熊崎委員  ありがとうございました。 

○渡部部会長  ほか、御質問等よろしいですか。それでは、議題２，３及び４について

の御質問については終わりたいと思います。 

 次に、議題５「国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構の第４期中長期

目標終了時における業務・組織全般の見直し（案）について」、今度は４期の中長期終了

時ということでこちらの説明をいただければと思います。 

○金地室長  資料７にて説明をさせていただきます。ＮＥＤＯの第４期中長期目標終了

時における業務・組織全般の見直しについて（案）ということで資料を作らせていただい

ております。 

 冒頭、基本認識ということで設立の目的であるとかＮＥＤＯの役割を、整理をさせてい

ただいております。 

 ３．ＮＥＤＯのこれまでの取組は、平成30年度から令和４年度までの第４期中長期目標

期間におきまして組織を４つのセグメント（エネルギー・システム分野、省エネルギー・

環境分野、産業技術分野、新産業創出・シーズ発掘等分野）に整理をして、様々な取組を
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行ってまいりました。 

 例えば、年間約80本のナショナルプロジェクト等を実施してまいりました。また、研究

開発のみならず成果を社会実装につなげるための国際標準化や知財マネジメントも含めて

一体的に推進しているところでございます。また、ベンチャーエコシステムの構築、強化

にも取り組んでいるところでございます。 

 さらに、技術戦略研究センターにおきましては技術、市場、政策動向をタイムリーに把

握、分析、提供し、ナショナルプロジェクトの企画、立案や政策立案に貢献をしていると

ころでございます。 

 さらに、第４期中長期目標期間の開始当初は、想定されなかった基金業務が設置をされ

ておりまして、これにつきましては合計３兆円を超えるような状況となっているところで

ございます。 

 次のページに参ります。４．ＮＥＤＯを取り巻く最近の状況でございます。我が国は

2050年、カーボンニュートラルを宣言し、また、さらに新型コロナウイルス感染症の蔓延

による不確実性の高まりというような状況がある中、研究開発改革ワーキンググループ最

終取りまとめで野心的なイノベーション創出の加速に向けた国の研究開発事業の在り方と

して、取りまとめを行ってきたところでございます。 

 ５．今後のＮＥＤＯの取組でございますけれども、スタートアップの育成支援、それか

ら、第５期中長期目標では以下の機能を強化することを考えているところでございます。

まず、流通開発マネジメント機能の強化。次に、スタートアップ支援機能の強化。技術イ

ンテリジェンス機能の強化。生産設備等の助成機能の強化に取り組んでいくということで

考えております。 

 では、組織運営の見直しの方向性でございますけれども、業務の見直しの方向性といた

しましては、ＮＥＤＯで実施する事業につきましては、引き続き経済産業省内における予

算編成等において、その妥当性について精査を行いながら進めていくということを基本と

して考えております。 

 参加者のモチベーションを向上させるために、懸賞金制度やインセンティブ制度を広く

導入することを考えております。また、ステージゲートの実施であるとか、テックコミュ

ニティの構築、活性化等の実施も検討いたします。さらに研究開発事業の評価の在り方で

ございますけれども、アジャイルに研究開発が行われる仕組みを構築していきたいと考え

ております。 
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 研究開発型スタートアップの育成・支援の推進であるとか、技術インテリジェンスの強

化・蓄積、さらには、特定半導体生産設備等の助成業務の実施についても進めてまいりま

す。 

 さらに、機能ごとの取組を促す数値目標、中長期目標の数値目標でございますけれども、

第４期中長期目標でいろいろ御指摘があったのを踏まえて、アウトカム由来のものとし、

外部評価により達成状況を評価する形を取り込んでいければと考えているところでござい

ます。 

 また、組織見直しの方向性でございますけれども、基金事業の追加により、グリーンイ

ノベーション基金では、基金事業に参加する企業経営者にコミットメントを求めるという

こと。また、多様化、複雑化して急増する業務に対応するために中途採用の強化等人員強

化を図り執行体制の整備を緊急的に行ってきているところでございます。 

 特に人員面につきましては、プロジェクトマネジメントの要としてのプロジェクトマネ

ージャーについて、プロパー職員のさらなる増強、増加のため人材育成を図ることが必要

不可欠でございます。また、新たな業務追加にも対応した実施体制の見直しや人材の補充

等を柔軟に行える組織体制の整備に取り組む必要があると考えているところでございます。 

 業務運営の効率化、さらには財務内容の改善ということにつきましても現状以上にしっ

かりと取り組んでいくことを検討したいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○渡部部会長  御説明ありがとうございました。こちらについての御質問、御意見等ご

ざいましたら、委員の方からまた同じようにいただきたいと思いますが、１点だけ。 

 最後に組織の見直しというところがございましたけれども、見直しというよりは、どち

らかというと人員を増加させて強化させる、それからフレキシビリティのある採用ができ

るといった話がありましたが、ＮＥＤＯの組織というのは評価等機能別になっているとこ

ろとグリーンイノベーション等テーマ別になっているところが混在するというか、そうい

う組織になっていると思うのです。その辺、組織全体をいじるというようなことはお考え

になっていないのかどうか、どうですか。 

○金地室長  そういう意味では、この２～３年の間に基金事業が一気に入ってきて、そ

れに対応するために順次部署をつくって、対応できるような形でということで、ほとんど

付け足し、付け足しのような形で今の組織ができています。 

 今まさに走りながらというような状況でございますので、今後このような動きが少し落
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ち着いてきたときに、より適正な形というようなことも常に考えながら進めていかなけれ

ばいけないと思います。柔軟に対応できるように、経済産業省とＮＥＤＯとコミュニケー

ションを取りながら検討してまいりたいと考えているところでございます。 

○渡部部会長  それをやる上で、先ほど理事長がイニシアチブを取られた、理事と執行

の会議体とか、そういうので運営についてフィードバックして組織に持っていけたら今後

いいのかということは御検討いただくのが適切かと思いましたので、それはコメントとさ

せていただければと思います。 

○金地室長  ありがとうございます。 

○渡部部会長  どなたか、ほかにいかがでしょうか。小川委員、お願いします。 

○小川委員  先ほどのコメントとも少し重なる部分があるのですけれども、先ほど来、

他の委員の皆様も、やはり最終的にちゃんと実装するところまでいくところが重要だとい

うことを繰り返し御指摘されるように思いました。私も全く同感でございます。 

 そのときに、先ほど私から御質問させていただいたのは、他の機関、他のスキームとの

連携ということで事務局としての他省庁の方との連携というお答えがあったのですけれど

も、私の趣旨は違いまして、ほかのスキーム、例えばＳＩＰで組まれたプロジェクトで、

かなり出口に近いところまで行ったのだけれども、まだ実装に至っていなかったとか、逆

もあると思うのですが、そういうときに、ほかのスキームに引き継いでもう少し出口まで

使用するというようなことがあっていいのではないかと常々思っています。 

 そういうところの連携もしながら、本当に確実に出口まで、実装までつなげていくとい

うところがもう少しどこかに出ているといいのかなと思いました。 

 以上でございます。 

○金地室長  そういう意味では、ＮＥＤＯと関係団体とか、関係企業というような横の

連携もさることながら、経済産業省と、それぞれいろいろな制度を持っている他省庁とも

連携を取りながら進めておりますので、そこにＮＥＤＯに一緒に入ってもらってとか、あ

るいは先方の関係団体とコミュニケーションをしながらというようなこともできるように

なってきております。従来とはどんどん改善がされていると認識しているところではござ

います。 

○小川委員  分かりました。できれば、また具体的に教えていただければありがたいで

す。 

○渡部部会長  ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。もしよろしいようでし
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たら、最後になりますけれども、議題６「国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合

開発機構第４期中長期目標の変更について（報告）」よろしくお願いいたします。 

○金地室長  それでは、資料８で御説明をさせていただきます。ＮＥＤＯの第４期中長

期目標の変更内容についてでございまして、こちらにつきましては、１．デジタル社会の

実現に向けた重点計画等に基づくＮＥＤＯ中長期目標の変更についてということで、デジ

タル社会の実現に向けた重点計画におきまして、デジタル庁が策定した情報システムの整

備及び管理の基本的な方針を踏まえまして、全ての独立行政法人の目標を令和４年度中に

速やかに変更することが示されました。 

 重点計画に基づきまして、情報システム整備方針の内容に沿って、ＮＥＤＯ自身のデジ

タルトランスフォーメーションの取組を加速するために中長期目標を変更いたします。 

 また、行政機関の保有する個人情報の保護に関する法律及び独立行政法人等の保有する

個人情報の保護に関する法律につきましては、デジタル社会の形成を図るための関係法律

の整備に関する法律の執行に伴いまして廃止となり、個人情報の保護に関する法律に統合

されました。｢独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」の中長期目標内

の記載を「個人情報の保護に関する法律」に改める改正を併せて行います。 

 今のところ、分かりにくかったかもしれないのですが、個人情報保護の関係の法律が統

合された関係で、中長期目標中の表記を統一するというようなことで御理解をいただけれ

ばと思います。 

 ２．中長期目標の変更内容でございますけれども、まず、ＤＸの関係の具体的な内容で

ございますが、ＰＭＯはＰＪＭＯが行う情報システムの整備及び管理の実務を実施するこ

と。それから、情報システムについて、クラウドサービスを効果的に活用すること。それ

から、情報システムの利用者に対する利便性向上や、データの利活用及び管理の効率化に

継続して取り組むこと。これらについて新たに追記を行ったところでございます。 

 詳細につきましては、添付させていただいております新旧対照表で、現行の中長期目標

と変更案を併記しております。赤字になっているところが今般の変更の内容でございます。

御確認いただければと思います。 

 以上でございます。 

○渡部部会長  ありがとうございます。こちらについて御確認されることがあればと思

いますが、いかがでしょうか。 

個人情報保護法に関しては、３法統合で４月１日付でそれに伴って表記を変えるというこ
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となのですけれども、３法統合で基本的に民間基準になっていると思うのですよね。だか

ら第三者提供とか、今までより少し厳格な管理が求められると思いますが、独立行政法人

内での規則等は対応は済んでいるのでしょうか。 

○金地室長  ＮＥＤＯ内の改正は終了しております。 

○渡部部会長  ぜひ、事故が起きないように管理していただければと思います。ほかに

何かございますでしょうか。よろしければ、この後の予定について、事務局から御説明い

ただければと思います。 

○金地室長  委員の皆様におかれましては、ＮＥＤＯの業務実績評価や次の中長期目標

策定に向けた業務・組織全般の見直し（案）について、長時間の御審議をいただきまして

どうもありがとうございました。 

 次回は７月19日火曜日17時から18時に、本日の議論中に御質問いただいたところに御回

答させていただく、あるいは議論を深めていただければと考えております。 

 議題は、ＮＥＤＯの令和３年度業務実績及び自己評価結果、第４期中長期目標期間終了

時に見込まれる業務実績及び自己評価結果、業務・組織全般の見直し（案）について予定

をいたしております。 

 今回と同じくオンラインの開催を予定いたしておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○渡部部会長  ありがとうございました。オンラインだと伝わるものが少し欠けてしま

いますけれども、やむを得ないですね。ありがとうございました。全体を通じて委員の方

から何かございませんでしょうか。 

よろしければ、局長にご挨拶いただければと思います。局長は入られておりますでしょう

か。 

○事務局  事務局でございます。聞こえますでしょうか。 

○渡部部会長  はい。 

○事務局  今、局長におつなぎいたしますので、少々お待ちください。 

○渡部部会長  御挨拶いただければと思いますので。今、理事長は経産省におられるの

ですか。 

○ＮＥＤＯ石塚理事  はい。でも、局長とは違う部屋でございます。 

○渡部部会長  集まって対面でやっているところのほうが、伝わるものが多いですよね。 

時間もったいないけれども、委員の方からほかに、発言しそびれたこと等ございませんか。 
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○竹内委員  発言させていただいてよろしいですか。竹内でございます。今、内閣府さ

んのＳＩＰのほうにも若干お話をいただいたりした、コミュニケーションを取らせていた

だいたりしているのですけれども、どちらも、やはり社会実装、あるいは生活実装という

ことを非常に意識しておられるようで、非常にいいことだなと思いつつ、みんながそうい

った意識を持ち始めると役割分担が明確ではなくなってしまうように思っております。 

 これはＮＥＤＯさんに一方的にお願いするという話ではなくて、皆さんとの御議論の中

で、どういう見取り図、役割分担にしていくのかというところがないと、全員で１つのボ

ールに集中する子供のサッカーみたいになってもいけないなと思っておりまして、また御

相談をさせていただければありがたいなと思いながら伺っておりました。 

 

○事務局  局長が入りました。 

○渡部部会長  では、局長、御挨拶をお願いできますでしょうか。 

○畠山産業技術環境局長  途中からで申し訳ありません。７月１日に産業技術環境局長

になりました畠山でございます。皆さん、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 本日はＮＥＤＯの令和３年度の業務実績評価、それから第４期の見込み評価、第４期中

長期目標期間終了時における業務、組織全般の見直しなどについて御審議をいただいたと

いうように伺っておりまして、本当にありがとうございます。 

 近年、ＮＥＤＯは、従前の交付金の業務に加えまして、新たに複数の基金業務が加わっ

ておりまして短期間に業務が大幅に拡大しております。ＮＥＤＯにおきましては、限られ

た資源で業務を適切に行うために、組織マネジメントなどの努力もしていただいていると

ころなので、これを適切に評価していくことが大事だと思っております。産業技術環境局

といたしましてもＮＥＤＯと連携しながら、適正な業務執行にしっかりと取り組んでまい

りたいと考えております。 

 業務実績評価につきましては来週、19日の御審議をいただいた後、省内のプロセスに入

っていくことになりますけれども、ＮＥＤＯの取組をよく知ってもらって、本日の御意見

も踏まえてＮＥＤＯの活動の成果をしっかりと伝えて、客観的に評価を進めていくという

ことが何よりも大事だと考えております。 

 また、第５期の中長期目標策定につながる議論につきましても政府及び社会経済全体か

らのNEDOに体する期待がますます大きくなっていく中でＮＥＤＯの役割に関して忌憚のな

い御意見をいただければと考えております。引き続き、何とぞよろしくお願い申し上げま
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す。本日は本当にありがとうございました。 

○渡部部会長  ありがとうございました。それでは、以上をもちまして本日は閉会とさ

せていただきます。ありがとうございました。 

――了――   

 


